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長
、
グ
エ
ン
・
ヒ
ュ
イ
・
ホ

ア
ン
社
会
科
学
院
大
学
院

長
、
ジ
ェ
ム
・
ト
ゥ
ア
ン
・

フ
ン
世
界
政
治
経
済
研
究
所

長
、
レ
・
ホ
ア
ン
・
ア
イ
ン

東
南
ア
ジ
ア
研
究
所
研
究

員
。
世
界
の
政
治
情
勢
に
関

す
る
研
究
の
一
環
と
し
て
来

日
し
た
。

　
再
会
を
喜
ぶ
タ
イ
ン
氏
に

佐
々
木
学
長
は
「
濃
密
な
研

究
活
動
が
続
い
て
お
り
う
れ

し
い
」
と
歓
迎
。
松
木
理
事

長
は
「
更
な
る
研
究
活
動
の

深
化
を
期
待
し
た
い
」
と
話

し
、
Ｖ
Ａ
Ｓ
Ｓ
側
は
若
手
研

究
者
の
育
成
や
大
学
院
レ
ベ

ル
の
交
流
な
ど
に
期
待
を
寄

せ
た
。

川
宏
准
教
授
が
担
当
す
る
こ

の
科
目
は
、
日
本
税
理
士
会

連
合
会
提
供
の
寄
附
講
座
で

あ
り
、
東
京
地
方
税
理
士
会

所
属
で
、
第
一
線
で
活
躍
す

る
税
理
士
が
講
師
を
務
め

る
。
事
業
や
暮
ら
し
に
関
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
税
を
取
り
上

げ
、
日
本
の
税
法
や
租
税
体

系
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
６
月
13
日
は
、
本
学
出
身

の
渡
邊
泰
淳
さ
ん
（
平
８
院

商
修
）、瀧
口
勇
人
さ
ん
（
平

５
院
商
修
）、工
藤

雅
幸
さ
ん
（
昭
60

商
）
を
招
き
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
形
式
の
授

業
を
実
施
。
宮
川

准
教
授
の
進
行

で
、
学
生
時
代
の

思
い
出
、
資
格
取

得
・
独
立
開
業
の

経
緯
、
税
理
士
の

仕
事
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
る
テ
ー
マ

に
つ
い
て
話
し

た
。

経
営
・
寄
附
講
座

税
法
や
租
税
体
制

税
理
士
か
ら
学
ぶ

　
税
理
士
制
度
や
税
の
基
礎

的
知
識
を
学
ぶ
「
税
理
士
に

よ
る
租
税
講
座（
全
15
回
）」

が
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か

れ
て
い
る
。
経
営
学
部
の
宮

　いわゆる新型コロナウ

イルス感染症の流行にと

もなう長きにわたる種々

の制限が解除され、世間

は２０２０年４月以前の活

気、あるいはそれ以上の

活気に満ちあふれている。このコロナ

禍の経験を今後の社会生活に活かして

いくことが求められているのは疑いも

ないが、このコロナ禍という時代をど

のように評価し、位置付けていくかも

重要であるように感じている。

　こうした話題を取り上げようと思っ

たのは、現在の学生間（とりわけ、年

次間）での感覚の違いを日々感じてい

るからである。そもそも、学生がコロ

ナ禍をどの時期に経験したかに応じ

て、その感覚（特に他者との距離感）

に違いが生まれていることはさまざま

な局面で指摘されている。しかし、そ

のような感覚の違いは、もう少し長い

時間軸で検討される必要もあるように

も思われる。

　コロナ禍のような全世界的、あるい

は日本全体に波及した問題というのは

少なくない。近年でいえばリーマンシ

ョック、もう少し遡ると１９９０年代の

バブル経済の崩壊が挙げられよう。

　これまでも「バブルの頃は……」

「就職氷河期だったから……」などと

言われると、それを知らない世代は何

も言いようがなかった。現在の大学生

が将来「コロナ禍だったから……」な

どと言うと〝○○ハラ〟と批判されか

ねない。そうならないためには、自身

がコロナ禍で得られなかった、または

コロナ禍だからこそ得られた経験を、

後世に対してポジティブに伝えていか

なくてはいけないということを、学生

には示していく必要があるのかもしれ

ない。

 （学生相談室・澤山裕文）

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
時
代

研究
種目 氏 名 所属・職名 研 究 課 題 名

基
盤
研
究
（
Ｂ
）

稲葉　　大 経済学部教授 経済変動と格差に関する理論的・実証的研究

塙　　武郎 経済学部教授 分権型アメリカ学校区の無限責任一般財源保証債
と住民投票、追加課税に関する研究

廣川　和花 文学部教授 複数の視点が交錯する〈病者の社会史〉の構築
：九州療養所「患者身分帳」の分析

国里　愛彦 人間科学部教授 再現可能な研究ツールボックスの開発と包括的か
つ精密なデータの測定

越智　博美 国際コミュニケー
ション学部教授

グローバル冷戦下の米文学・文化研究
―1955年以降の変容の実証／理論的国際研究

基
盤
研
究（
Ｃ
）

中村　吉明 経済学部教授 過疎地域におけるモビリティ・シェアリングの有
効性分析

奴田原健悟 経済学部教授 経済主体の限定合理性と異質性を考慮したマクロ
経済分析

谷ヶ城秀吉 経済学部教授 1920～70年代におけるアジア太平洋貿易の拡
大と総合商社の活動に関する研究

陳ショウジ 経済学部准教授 経済学における因果的機械学習を用いた最適ター
ゲティングの構築と評価

髙部　由季 経済学部講師 海洋細菌がつくる新規・希少カロテノイドの探索
とその薬理機能の解明

妹尾　哲志 法学部教授 国際秩序の変容と日独関係に関する外交史的研究
―冷戦時代のドイツ外交の視点から

根本宮美子 経営学部教授 ジェンダーダイバーシティと取締役会の日米比較

宮川　　宏 経営学部准教授 サステナビリティ情報の開示と保証
：現状分析と保証の理論分析

奥瀬　喜之 商学部教授 状況依存的な消費者の受容価格域を考慮したブラ
ンド選択モデルの構築

田畠　真弓 商学部教授 デジタル・プラットフォームビジネスが東アジア
の大卒人材の国際間移動に与える影響

研究
種目 氏 名 所属・職名 研 究 課 題 名

基
盤
研
究（
Ｃ
）

日暮美奈子 文学部教授 19 - 20世紀転換期ドイツ・中東欧における反人
身売買運動の国際化に関する研究

宮﨑　裕助 文学部教授 共通感覚の公共的機能の研究を基盤とした「テレ
パシー共同体論」の構築

宇野　瑞木 文学部准教授 孝の「説話表象」の通時的総合的研究
――「二十四孝」説話を基点として

島津　　京 文学部准教授 斎藤佳三における装飾概念と芸術活動

松本　礼子 文学部准教授 旧体制末期パリにおける社団解体の試みと都市統
治の技法をめぐる考察

上平　崇仁 ネットワーク
情報学部教授

デザイン人類学の観点に基づいた脱領域型デザイ
ン教育の再検討

小杉　考司 人間科学部教授 個人差を核とした心理尺度の理論と分析ツールの
展開

櫻井　文子 国際コミュニケー
ション学部教授

科学知のトランスカルチュラルな生成
：明治期日本における海洋生物研究

大澤　逸平 法務研究科教授 違法利益剥奪の制度的基礎
―フランス法を参考に

若
手
研
究

森田　公之 経済学部准教授 パワハラ上司の経済学：人事施策とパワハラの関
係についての経済分析

宮村　　崇 経営学部教授 超低消費電力を実現する大規模データセンタネッ
トワークの構成法

佐々木　優 文学部准教授 ハーレム・ルネサンス期の黒人文学・文化形成に
おけるスポーツの思想的影響と役割

塚本　　匡 人間科学部
准教授

屋外環境における自閉スペクトラム症児の対人相
互作用の評価研究

特別研究員
奨　励　費 田中　嘉彦 日本学術振興会

特別研究員
逆空間ストループ効果の生起メカニズム
：2段階仮説の検証

科研費
　
２
０
２
４
年
度
の
科
学
研
究
費

助
成
事
業（
科
研
費
）の
専
修
大
学

の
採
択
件
数
は
新
規
と
継
続
分
を

合
わ
せ
て
82
件
、
直
接
経
費
１
億

１
４
６
０
万
円
。
こ
の
う
ち
新
規

採
択
は
29
件
だ
っ
た
（
表
参
照
）
。

　
新
規
採
択
の
研
究
種
目
別
の
内

訳
は
、
１
人
ま
た
は
複
数
の
研
究

者
が
共
同
で
行
う
「
基
盤
研
究
」

が
24
件
、
博
士
の
学
位
取
得
後
８

年
未
満
の
研
究
者
が
１
人
で
行
う

「
若
手
研
究
」
が
４
件
、
日
本
学

術
振
興
会
特
別
研
究
員
が
行
う
研

究
に
交
付
さ
れ
、
優
れ
た
若
手
研

究
者
に
研
究
に
専
念
す
る
機
会
を

与
え
、
研
究
者
を
育
成
す
る
た
め

に
研
究
費
を
補
助
す
る
「
特
別
研

究
員
奨
励
費
」
が
１
件
だ
っ
た
。

　
研
究
期
間
は
基
盤
研
究
が
３
〜

５
年
。
若
手
研
究
が
２
〜
５
年
。

特
別
研
究
員
奨
励
費
は
３
年
以

内
。

　
直
接
経
費
は
、
研
究
者
が
研
究

課
題
の
遂
行
に
つ
い
て
使
え
る
経

費
。
科
研
費
の
採
択
に
つ
い
て
、

独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会

が
４
月
、交
付
内
定
を
発
表
し
た
。

24
年
度
採
択
は
82
件

　
前
期
試
験
が
終
わ
る
と
夏
期
休
暇
を
迎
え
る
こ

と
に
な
る
。
対
面
授
業
が
日
常
と
な
り
、
大
学
生

活
の
な
か
で
新
し
い
出
会
い
や
、
旧
交
を
温
め
る

機
会
も
増
え
た
こ
と
と
思
う
。
こ
の
夏
に
は
そ
う

い
っ
た
仲
間
た
ち
と
合
宿
や
私
的
旅
行
で
い
ろ
い

ろ
な
場
所
に
出
か
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
だ
け
に
、
夏
期
休
暇
中
は
専
修
大
学
の
学
生

と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
、
節
度
あ
る
行
動
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
友
人
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

手
段
と
し
て
、
飲
酒

の
場
が
利
用
さ
れ
る

こ
と
も
多
々
あ
ろ
う

が
、
学
生
部
で
は
従
来
か
ら
飲
酒
事
故
の
防
止
を

機
会
あ
る
ご
と
に
呼
び
か
け
、
注
意
喚
起
を
続
け

て
い
る
。
20
歳
未
満
の
飲
酒
、
飲
酒
の
強
制
、
更

に
は
一
気
飲
み
な
ど
は
決
し
て
行
っ
て
は
な
ら
な

い
。
ま
た
、
昨
今
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
入
り
口
と
な
り
、

重
大
事
件
・
事
故
に
発
展
す
る
ケ
ー
ス
が
多
発
し

て
い
る
。
正
確
な
知
識
を
身
に
つ
け
、
安
易
な
行

動
を
と
ら
な
い
よ
う
、
注
意
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
最
後
に
、
夏
期
休
暇
中
に
海
外
や
国
内
を
旅
行

す
る
学
生
は
、
危
険
な
行
動
を
慎
む
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
気
温
上
昇
が
予
想
さ
れ
る
季
節

を
、
十
分
な
水
分
補
給
と
休
養
を
と
る
な
ど
、
体

調
管
理
に
留
意
し
、
学
生
時
代
の
貴
重
な
夏
休
み

を
有
意
義
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
。

専大生として節度ある行動を

夏
期
休
暇
に
む
け
て

学
生
部
長
　

佐
竹 

弘
靖

高
大
連
携

　
佐
々
木
重
人
学
長
は
６
月

４
日
、
高
大
連
携
協
定
校
で

あ
る
和
洋
九
段
女
子
高
校

（
千
代
田
区
、
中
込
真
校
長
）

を
訪
問
し
た
。

　
本
学
と
同
校
は
２
０
２
２

年
に
協
定
を
締
結
し
た
。
以

降
、
教
科
研
修
生
、
高
大
連

携
聴
講
生
や
司
書
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
と
い
っ
た
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
。
商
学

部
の
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
に
高
校

生
が
参
加
す

る
な
ど
、
盛

ん
な
交
流
が

行
わ
れ
て
い

る
。
佐
々
木

学
長
は
こ
れ

ま
で
の
活
動

を
振
り
返
り

な
が
ら
「
も

佐
々
木
学
長
が
和
洋
九
段
女
子
高
訪
問

　
６
月
25
日
、
国
際
交
流
協

定
校
で
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
社
会

科
学
院
（
Ｖ
Ａ
Ｓ
Ｓ
）
の
訪

問
団
が
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を

訪
れ
、
佐
々
木
重
人
学
長
、

松
木
健
一
理
事
長
、
嶋
根
克

己
人
間
科
学
部
教
授
ら
と
会

談
し
た
。

　
Ｖ
Ａ
Ｓ
Ｓ
は
ベ
ト
ナ
ム
最

大
の
政
府
系
学
術
研
究
機

関
。
本
学
と
は
２
０
１
７
年

に
協
定
を
結
ん
で
い
る
ほ

か
、
23
年
に
は
本
学
社
会
科

学
研
究
所
と
Ｖ
Ａ
Ｓ
Ｓ
の
東

北
ア
ジ
ア
研
究
所
が
国
際
交

流
組
織
間
協
定
を
再
締
結
、

昨
年
９
月
に
は
佐
々
木
学
長

と
松
木
理
事
長
が
ベ
ト
ナ
ム

を
訪
問
し
、
日
越
外
交
関
係

樹
立
50
周
年
の
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
出
席
し
た
。

　
今
回
訪
れ
た
の
は
Ｖ
Ａ
Ｓ

Ｓ
の
ダ
ン
・
ス
ア
ン
・
タ
イ

ン
主
要
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

っ
と
積
極
的
に
交
流
を
進
め

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、
中

込
校
長
ら
と
今
後
の
連
携
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

　
ま
た
佐
々
木
学
長
は
、
同

校
が
学
園
創
立
１
２
５
周
年

を
記
念
し
て
開
館
し
た
「
和

洋
学
園
　
硯
友
社
文
庫
」
を

訪
問
し
た
。
中
込
校
長
の
説

明
を
受
け
な
が
ら
、
尾
崎
紅

葉
の
直
筆
原
稿
と
い
っ
た
貴

重
な
展
示
物
を
見
学
し
た
。

中込校長（左）の説明で尾崎紅葉ゆかり

の俳画を熱心に見学する佐々木学長

ＶＡＳＳ訪問団と会談

研
究
活
動
の
深
化
期
待

３氏によるパネルディスカッション

訪問団と佐々木学長（左から４人目）、松木理事長（同３人目）ら


